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市 の 人 口 

52.458人 

、 
世 	帯 	数 	14. 089 

（昭和52年3 月1日現在）住民基本台帳から 

25.404 入 

27. 054人 

男
 
女
 

51年度、五所川原雪まつりの「雪像コンクール」は2 月1日から1カ月間、25の作品が参加して行な

われ、審査の結果、三好中3Aの 「自由の女神」一写真上一など7つの作品が優秀賞に選ばれました。 力作 ぞろい 
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一
一月
一
一
一日
 

（月
）
雪
。
 

八
時
半
、
小

れ
 
山
教
育
長
始
め

1
 各
課
長
と
朝
の
 

一
 
挨
拶
を
交
し
な

が
ら
、
記
者
会
 

見
の
資
料
を
点
検
す
る
。
 

十
時
、
市
長
公
室
で
記
者
会

見
。
m

、
二
月
二
十
日
現
在
で

豪
雪
に
よ
る
排
雪
作
業
の
重
機

借
り
上
げ
一
、
三
七
三
台
、
除

雪
車
借
り
上
げ
は
二
一
「
一台
で

市
有
の
重
機
の
経
費
等
を
加
え

る
と
三
月
ま
で
の
除
排
雪
費
用

は

一
億
五
千
万
円
を
こ
え
、
さ

ら
に
り
ん
ご
の
枝
折
れ
を
始
め

農
業
施
設
や
警
垣
物
等
の
被
害

総
額
は
約
一
九
億
九
千
万
円
の

巨
額
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
。
 一
方
二
月
十

一
日
に
指

定
さ
れ
た
豪
雪
災
害
救
助
法
の

適
用
に
よ
り
母
子
世
帯
一
七
六
、
 

老
人
世
帯
八
四
、
生
保
世
帯
六

九
、
身
障
世
帯
二
四
、
要
保
護

世
帯
十

一
の
合
計
三
六
四
世
帯

の
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
市
で
実

施
し
た
こ
と
。
 

②
、
省
資
源
対
策
と
し
て
実
施

し
た
庁
舎
用
暖
房
の
重
油
の
節

減
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
完
成
当

時
の
室
温
約
二
五
度
か
ら
、
四

八
年
の
石
油
危
機
以
来
一
七
ー
 

一
八
度
に
調
整
す
る
な
ど
し
て

き
め
細
か
く
対
処
し
た
結
果
、
 

四
七
年
度
重
油
使
用
量
九
七
、
 

四
一
九
昌
に
対
し
五
十
年
度
は

七

一
、
三
一
四
影
で
実
に
四
七

年
度
の
七
三

・
二
％
に
と
ど
ま
 
 

り
三
十
数
年
振
り
の
豪
雪
と
い

わ
れ
る
本
年
度
も
同
様
に
節
減

さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
。
 

⑧
、
旧
郵
便
局
跡
地
を
昨
年
十

一
月
市
が
譲
り
受
け
、
こ
れ
を

地
域
の
集
会
場
と
児
童
遊
園
に

利
用
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
と

併
せ
て
、
か
ね
で
計
画
実
施
中

の
市
街
地
を
半
経
二
五
〇
m
の

ま
す
目
で
網
の
よ
う
に
お
お
い

そ
れ
に
必
ら
ず
児
童
遊
園
を
設

置
す
る
“
実
質
の目
作
戦
ハ
を
公

表
。
こ
の
中
に
は
、
旭
町
の
旧

消
防
署
及
び
旧
郵
便
局
跡
地
、
 

さ
ら
に
今
後
移
転
が
予
想
さ
れ

る
鎌
谷
町
の
西
北
教
育
事
務
所

跡
地
を
取
得
す
る
等
、
市
街
地

に
七
九
、
都
市
計
画
区
域
内
に

七
七
の
計

一
五
六
箇
所
の
公
園

造
成
は
目
下
順
調
に
進
ん
で
お

り
、
こ
れ
が
完
成
し
た
場
合
市

街
地
区
で
は
一
人
当
り
面
積
、
 

一
四
・
四

一
尋
、
都
市
計
画
区

域
で
は

一
六
一
ニ・
八
七
尋と
な

り
、
標
準
目
標
、
市
街
地
三
呼
、
 

都
市
計
画
区
域
六
尋
に
対
し
そ

れ
ぞ
れ
四
・
八
倍
、
二
七

・
一
ニ

倍
と
な
り
、
将
来
人
口
が
予
想

以
上
に
膨
張
し
た
と
し
て
も
こ

れ
を
充
分
受
け
入
れ
る
こ
と
の

出
来
る
都
市
空
間
を
確
保
し
て

い
る
全
国
有
数
の
公
園
都
市
の

出
現
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
。
 

最
後
に
、
懸
案
の
訓
練
短
期

大
学
、
総
合
体
育
館
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
、
図
書
館
、
市
の

鳥
、
草
等
の
経
過
に
つ
い
て
報

告
し
、
終
っ
て
三
浦
課
長
と
と

も
に
新
年
度
予
算
査
定
に
入
る
。
 

lI 
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尾崎会長から表彰状の伝達を受ける長峰校長 

、
●
，
》
寸
一
 

こ住宅にお困りの方ヘミ 

一雇用促進住宅の入居ご案内一 

雇用促進住宅とは、勤労者のための雇用促進事業団が 

建設した鉄筋5階建て2DK, 3DKで、全室にバス、 

トイレ、流しつきの近代的アパートです。 

現在住宅に困っておられ、次の条件にあてはまる方は 

交通の便利な環境にある雇用促進住宅への入居をおすす 

めします。 

④住宅の所在地 

五所川原市大字広田字柳沼（国道 101号線沿） 

③入居できる方は 

(1適当な住宅が確保できないで困っている勤労者であ 

ること。 

(2現在の住宅が通勤に不便、立退請求をうけている、 

狭い、婚約したけれど住宅がないなど。 

(3尿賃の支払能力があること。 （収入が家賃の 5倍以 

(
 

~、 上） 

" 	(4）同居する嬢親族があること。 

③家賃・敷金等は 

家賃 2DK 13,600円 前後、6畳、4.5畳、台所 

（流し、水洗便所、浴室付 

30K 17,100円 前後、 6畳、 6畳、4.5畳 

台所（流し）、水洗便所、浴室付 

敷‘金 家賃の 2 カ月分に相当する額をお預りします。 

共益金 月額 700円です。 

O貸与要件は 

(1)2DKで二戸貸の場合 

本人を含めた家族が5人以上で本人と配偶者以外に 

15才以上の者が 1人以上いる方。 

(2(3DKの場合 

家族に老人が同居し、または長期療養者、身体障害 

がいて特に一室を必要とする方。その他（1）と同じ。 

③入居開始予定日 

昭和52年 5 月中旬頃 

③申込みを受け付けています。80人に達しますと締切り 

ますから早目に申込んでください。 

O申込場所 

一 	市商工観光課（でんわ（5)-2 11l 内線230番） 

’ 	五所川原職業安定所（でんわ④一 3171番） 

●
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ー
ー
ー
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市
立
松
島
小
 
も
出

席
し
て
行
な
わ
れ
、
五
所

学
校

（長
峰
滋
 

川
原
交
通
安
全
協
会
尾
崎
藤
雄

校
長
、
在
校
生
 
会

長
か
ら
長
峰
校
長
に
手
渡
さ

二
亘
、
一
十二
人
 
れ

ま
し
た
o
 

）
は
、
こ
の
ほ
 

同
校
は
、
七
年
続
け
て
自
転

ど
全
日
本
交
通
 

車
の
交
通
安
全
テ
ス
ト
に
参
加

安
全
協
会

（
永
 

朝
タ
は
集
団
に
よ
る
登
下
校
を

野
重
雄
会
長
）
 

励
行
し
通
学
路
の
交
通
量
が
多

か
ら
交
通
安
全
 
い

に
か
か
わ
ら
ず
児
童
、
生
徒

優
良
校
と
し
て
 
の

交
通
事
故
は
ほ
と
ん
ど
発
生

表
彰
さ
れ
、
三
 
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
永
年
に
わ

月
四
日
表
彰
状
 
た

る
交
通
安
全
教
育
が
認
め
ら

が
伝
達
さ
れ
ま
 
れ

た
も
の
で
す
。
 

註
か
式
ー
は
 
長

緒
平
和
公
園
 

授
業
の
参
観
に
 
希

望
者

は
早

め

に

き
た
父
兄
た
ち
 

4
一月
十
五
日
か
ら
受
付
を
は
 
 

じ
め
ま
し
た

が
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら

数
多
く
の
申
 

込
み
が
あ
り
残
す
と
こ
ろ
三
百

区
画
（
全
体
の
音
）
程
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
残
り
の
分
に
つ

い
て
申
込
み
を
受
付
中
で
ご
ぎ

い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

ば
早
め
に
、
永
代
使
用
料
の
内

金
六
方
円
と
印
か
ん
を
お
持
ち

に
な
っ
て
市
都
市
計
画
課
ま
で

お
い
で
下
さ
い
。
 

（
市都
市
計
画
課
）
 

生
活
環
境
 

4
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

1
 

わ

4
 

住
み
よ
い
 
ん

H
 

環
境
づ
く
り
に

で

5
 

1
3
 

の
 

ま
す
o
 

そ
 

・
 
十
 

ご
承
知
の
と
お
り
水
道
料

金
は
、
使
用
水
量
を
メ
ー
タ
 

ー
で
は
か
っ
て
決
め
ま
す
。
 

ま
た
冬
期
間
積
雪
等
の
た
め

認
定
料
金
で
納
入
い
た
だ
い

た
料
金
は
、
四
月
ま
た
は
五

月
の
検
針
の
際
で
も
っ
て
、
 

使
用
水
量

の
過
不
足
分
を

精
算
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
度
は
、
水
道
メ
ー
 

タ
ー
の
読
み
方
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
 

メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
水

量
に
見
合
っ
た
口
径
の
も

の
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
 

一
番
多
く
設
置
さ
れ
て
い

る
メ
ー
タ
ー
口
径
は

一
三

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
 こ

の
場
合
の
読
み
方
を
述
べ

ま
す
。
 

設
置
し
た
年
次
の
関
係

で
、
新
旧
二
種
類
の
メ
ー
 

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
 

＠
 
使
用
水
量
は
、
単
位
 

の
大
き
い
方
か
ら
、
順
に
 

小
さ
い
方
に
読
ん
で
い
き
 

＠
 
針
が

目
盛
と
目
盛
の

中
間
に
あ
る
と
き
は
、
少

な
い
目
盛
の
方
で
読
み
ま

す
。
 

＠
 
リ
ッ

ト
ル
の
単
位
は

切
り
捨
て
ま
す
。
 

新
式
は
、
三
つ
の
文
字
盤

一
  
〇
〇

、
 

一
 
〇
、
 

ー
 
リ
ッ

ト

ル

（
赤
い針
）
と
立
方
メ
 

ー
ト
ル
を
数
字
で
示
す
直

読
式
の
一
箇
の
数
字
盤
か
 

方
 

ら
な
り
簡
単
に
読
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
赤
 

み
 針
の
読
み
方
は
旧
式
と
同

七
尾
 
様
で
す
。
 

h
，
 

前
回
検
針
と
今
回
検
針
 

‘
 

時
の
数
値
差
が
、
そ
の
間

一
 

の
使
用
水
量
と
な
り
ま
す
o
 

タ
 
メ
ー
タ
ー
に
は
、

前
述
 

・
 

α
日
カ
に
ノ
イ
亡
い
ノト
金
 

』
 

（
三角
形
の
赤
針
）
が
あ

り
ま
す
。
漏
水
の
有
無
を

調
べ
る
に
は
、
じ
ゃ
口
を

全
部
キ
ッ
チ
リ
し
め
て
か

ら
、
こ
の
針
を
見
て
く
だ

さ
い
。
回
っ
て
い
る
と
き

は
漏
水
中
で
あ
り
、
回
っ

て
い
な
い
と
き
は
異
常
な

し
で
す
。
 

（水
道
課
）
 

' 

' 

' 

鍛
伽
優
良
校
で
表
彰
 

松
嶋
全
日

本
交
通
安
全
協
か
ら
 

水道メ 

旧
式
は
六

つ
の
文
字
盤
を

備
え
、
そ
れ
ぞ
れ

一
〇
〇
、
 

一
〇
、
 一
立
方
メ
ー
ト
ル
（
 

黒
い
針
）
と
一
〇
〇
、
 一
〇
、
 

ー
リ
ッ
ト
ル

（赤
い
針
）
の

単
位
を
示
し

て
い
ま
す
。
 

γ
ー
ー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ー
ーー
ー
ー
ーー
ーー
ー
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地
積
 

五
一
一
 

四
七
 

三
九
 

難 
八 f 

三
O
八
二
七d
  

約
 

‘
  

約
  

三
七
八
、
〇
（Ym
 
 

垂約 
地
 
積
 

茜 
ど 

, 
，
九
三
、三坪
 

一
 
一
 
四
、
 
五

、
  

七 
0 
九 
坪 

五
、
入
札
の
資
格
 

未
成
年
者
、
禁
治
産
者
及
び
 

準
禁
治
産
者
並
び

に
破
産
者
で
 

二
干
年総
報
襲

琵
「
 

『
 

 

蔵
（
山
口
水
道
建
設
）
加
藤
恵

美
子
（

マ
ル
チ
ン
）
由
中
弘
昭
 

（
マ
ル
コ
ー
セ
ン
タ

ー
商
店
）
 

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
 

保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い

ん
、
五
十

一
年
度
分
の
保
険
料
 

ま
せ
ん
。
納
め
忘
れ
の
保
険
料

を
完
納
さ
れ
ま
し
た
か
。
 

が
な
い
か
、
も
う
一
度
よ
く
確

何
力
月
分
も
滞
納
し
ま
す
と
 
か

め
で
く
だ
さ
い
。
 

額
が
大
き
く
な
り
、
ま
す
ま
す
 
昨

年
の
四
月
分
か
ら
今
年
の

納
め
に
く
く
な
る
ば
か
り
で
な
 

三
月
分
ま
で
で
、
ま
だ
納
ま
っ

く
、
不
慮
の
事
故
で
ケ
ガ
を
し
 

て
い
な
い
分
が
あ
る
方
は
、
四
 

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
と
し
を
と
っ

た
と
き
や
、
ケ
ガ
を
し
た
り
亡

く
な
ら
れ
た
と
き
に
所
得
保
障

を
し
よ
う
と
い
う
制
度
で
す
が

事
故
が
お
き
て
か
ら
あ
わ
て
て
 

第
二
十
二
回
、
「
優
良
商
工
従

業
員
表
彰
式
」
は
、

さ
る
二
月

十
八
日
、
産
経
会
館
に
お
よ
そ

六
十
人
の
従
業

員
が
出
席
し
て

行
な
わ
れ
、

永
年
勤
続

者
や
特

別
功
労
者
な
ど
五
十
七
人
が

表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

▽
三
十
年
以
上
の
勤
続
者

渋
谷
春

一
、
工
藤
慶
太
郎
（
 

以
上
前
田
製
材
所
）
 

葛
西
正
次
郎
（
楠
美
製
材
所
）
 

▽
二
十
年
以
上
の
勤
続
者

今
三
四
郎
、
福
士
敏
明
、
神

山
良
一
「二

以
上
楠
美
製
材
所

）
 

中
野
通
（
梅
田
電
機
工
業
所
）
 

船
水
静
児
、
堀
内
正
四
郎
、
津

島
弘
寿
（
以
上
弘
南
バ

ス
五
所

川
原
営
業
所
）
蒔
苗
又
三
郎
（
 

お
か
し
の
ハ
ン
ザ
ワ
）
 一
戸
と

し
（
寺
田
フ
ル

ー
ツ
）
蒔
田
貞
 

駅
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
内
の
保
留
地
を
次
の

と
お
り
公
売
し
ま
す
。
 

入
札
の
日
時
 

昭
和
五
二
年
三
月
二
十
三
日
 

（水
）
午
前
九
時
か
ら
 

入
札
の
場
所

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

入
札
の
方
法
 

一
般
競
争
入
札
 

処
分
す
る
保
留
地
の
位
置
 
 

▽
特
別
功
労
者
 

対
馬
と
し
子
（
村
上
税
理
士

事
務
所
）
米
塚
優
子
（
お
か
し

の
ハ
ン
ザ
ワ
）
小
山
内
勝
、
小

山
内
康
高
（
以
上
古
二
商
店
）
 

須
藤
愛
子
（
丸
幸
商
事
）
 

（
敬称
略
）
 

(

＞
●
、
ノ、
ノ
、
く
ノ
、く
ノ
、ノ
、
ノ
、

ノ
、
ノ
、

ノ、
ノ
、
ノ

、ノ
、く
ノ
 

先
日
の
回
覧
 

J
 
で
お
知
ら
せ
の
 

診
 り

 
と
お
り
、
市
で
 

切
 
は
、
四
月
十
一
一

検
締

日
か
ら
九
日
間
 

、
？
 
で
 
行
ない
ま
す
。
 

痴
”
三
醐詳
 

腸

2
 ま
で
です
の
で
 

ー
ー
 
お

忘
れ
の
な
い
 

‘
ー
 

よ
う
お
知
ら
せ
 

r~
 

J
;
 

し
ま
す
。
受
診

希
望
者
は
、
市
健
康
年
金

課
、
ま
た
は
各
支
所
に
お

申
し
込
み
下
さ
い
o
（電

話
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
）
 

復
権
を
得
な
い
も
の
は
入
札
に

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

入
札
保
証
金
及
び
契
約
保

証
金
。
 

入
札
保
証
金
は
入
札
金
額
の
 

1一
〇
〇
分
の
五
以
上
と
し
入
札

前
に
納
付
す
る
。
 

契
約
保
証
金
は
契
約
金
額
の

一
〇
〇
分
の
五
以
上
と
し
契
約

と
同
時
に
納
付
す
る
。
 

そ
の
他
 

保
留
地
処
分
規
則
に
違
背
し

て
落
札
し
た
と
き
は
無
効
と
し

ま
す
。
 

た
り
亡
く
な
ら
れ
た
 

と
き
に
障
害
年
金
や
 

母
子
年
金
な
ど
が
受
 

五
所
川
原
市
雪
ま
つ
り
の
雪

像
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
さ
る
二
月

一
日
か
ら

ー
カ
月
間
、
二
十
五

の
雪
像
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
 

八
、
当
日
持
参
す
る
も
の
 

筆
記
用
具
、
印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
を
持
参
下
さ
 

い
。
 

入
札
書
は
市
で
準
備
し
ま
す

※
 
く
わ
し

い
こ
と
は
市
都
市

計
画
課

へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
 

（
で
ん
わ
⑤
2
1
1
1番
、
 

内
線

2
3
3
番
）
 
 

十

一
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
雪
像
の
写
真
が
さ
る

三
月
四
日
か
ら
十

日
間
、
市
宇

舎
三
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
、
 

ー

み
ん
な
の
 

健
康
教
室

ー
 

▼
テ
ー

マ
 
「
糖
尿
声
 
に

つ
い
て
 

▼
と
き
！
三
月
二
十
九
日

（
 

火
）
午
後

一
時
か
ら
 

▼
と
こ
ろ
 
消
防
会
館
二
階

▼
主
催
 
北
五
医
師
会
、
五

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 
 

銀
行
や
郵
便
局
に
払
込
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
変
手

数
が
か
か
り
ま
す
。
 

ま
た
、
二
年
を
過
ぎ
ま
す
と

時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
 

国
民
年
金
は
、
み
 

な
さ
ん
の
た
め
に
作
 

ら
れ
た
年
金
制
度
で

す
。
保
険
料
は
、
定
め
ら
れ
た

期
間
内
に
納
め
て
、
老
後
は
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
年
金
を
受
肘
ま

し
ょ
ら
ノ
。
 

撃
 

来
庁
者
の
目
を
ひ
い
て
い
ま
し

た
。
入
賞
し
た
雪
像
、
チ
ー
ム

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
優
秀
賞
 
「
サ
ン

フ
ラ
ワ
 

ー
号
」
飯
詰
中
三
A
、
 「
国
会

議
事
堂
」
同
校
三
B
、
 「あ
す

な
ろ
の
家
」
同
校
一
A
、
 「
自

由
の
女
神
」
三
好
中
三
A
、
 「
 

虫
お
く
り
」
 
同
校二
A

、
一
「大

関
清
水
川
 
同
校

一
B
、
 
「
若

三
杉
」
 
五
一
中H
グ
ル
ー
プ

▽
努
力
賞
 
「
お
ん
ぶ
・

福
岡
子
供
会
、
 
「
大
仏
」
 
三
好

中
二
B
、
 「
ス
フ
イ
ン
ク
ス
」
 

五

一
中
F
グ
ル
ー
プ
、
 「
熊
と

金
太
郎
」
同
校
I
グ
ル
ー
プ
 

ー
 
保

留
地
を

公
売
 

駅
東
部
の
三
区

画
  

、
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

‘
す
。
 月
三
十
日
ま
で
で
し
た
ら
市
役
 

」
っ
 
所

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ノ亡
 
し

か
し
、
こ
の
四
月
三
十
日
 

m障
 
を

過
ぎ
ま
す
と
市
役
所
で
納
め
 

・

が
 

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
直
接
 

、
て
 
社
会

保
険
事
務
所
に
納
め
る
か
 

ク
虫
送
り
）
等
優
秀
賞
に
 

雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
に
力
作
 

国
体
へ
 
五
万

市

民
の
 

力
こ
ぶ
 



お 

し 

ら
 
せ
 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 n

'
 

n
'u
 

4
,
 

市
鯉
郵
「
ヤ
価

、
 

▽
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

当
日
の
朝
、
体
温
を
は
か
り
、
 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。
 

▽
対
象
 
市
が
、
昨
年
十
一
一

月
十
五
日
か
ら
行
な
っ
た
定
期

の
期
間
内
に

カ
ゼ
、
 病
気
な

ど
の
都
合
で
接
種
で
き
な
か
っ

た
引
一
 児
で
す
。
 

▽
と
き
 
三
月
二
十
四
日
（
 

木
）
午
後

一
時
か
ら
 

ぐ
」
ぼ嘘
移
彩
い
ー
 

お
子
さ
ん
の
体
質
を
札

っ
て
い

る
方
が
お
連
れ
下
さ
い
。
 

＼ 	小児マヒ予防の 一へ 
＼ 	 生ワクチンの投与 二＞、 

市では、52年度の経口生ポリオワクチンを次の日程

で投与します。 

ン対象乳幼児 昨年1月1日から同月31日まで生まれ

た乳幼児は4 月に1回。 

昨年 2 月1日から同年12月31日まで生まれた乳児は 

4 月と 5 月に各1回。 

今年1月1日から同月31日まで生まれた幼児は 5 月

に1回。ただし、対象乳児で51年度までに 2 回投与を

受けた乳児は該当しません。 

話
合
う
 
家
族
で
 
事
故
の
な
い
世
界
 

地区名 投与会場 1 回目 2回目 投与時間 

五小地区 中央公民館 4 月 7 日 5 月18日 13:30-14:30 

松島、飯詰

松島団地 
ク 	ク 4 月 8 日 5 月20日 13:00-14:00 

中川、梅沢

栄、毘沙門 
ク 	ク 4 月12日 5 月26日 ク 	， 

七和地区 七和支所 4 月13日 5 月25日 13:30-14:00 

三好地区 三好診療所 4 月14日 5 月25日 ク 	 ク 

長橋 長橋診療所 4 月15日 5 月27日 ク 	 ク 

南小地区 中央公民館 4 月21日 5 月31日 13:00-44:00 

☆料金は無料ですj 
▽ 当日の朝体温をはかつて来てください。 

▽ 母子手帳をかならずご持参ください。 

▽ 予防接種み事故を防ぐため赤ちゃんの体質をよく知って 

いる方がおつれください。 

（第 3種郵便物認可） 	
広報ごしょがわら 	 昭和52年（1977年）3 月15日（396号）④ 

春の狂犬病予防注射と 
	登録のお知らせ 

▽料金は 登録料300 円（年1回）注射料800円（年 2 回）で

す。日程以外のときは、登録料300 円、注射料1,150 円です。 

日程は、下記のとおりです。 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
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実 施 場 所 実施時間 

露里警篇窟需 
稲 実 屯 所 前 
広 	田 農 協 前 
七嘘 （工藤理容所） 輪欝J 
福 山 集 会 所 
豊成（石岡源造宅） 

9: 30-10: 30 
10: 40-il: 00 
11: 10-11: 30 
11:40-12: 00 
12: 30-13: 00 
13: 10-13: 30 
13:40-14: 10 
14:20-14: 50 

野里（前田商店前） 9: 30-10: 10 
神山 （松野 	ク 	） 10:20 -10:50 
松ノ木（三上 ク 	） 11:00--li: 20 

●福岡（佐々木 ク ‘ 11:30-li: 50 
若山（石岡治男宅） 12:20-12: 40 
石 田 坂 集 会 所 12: 50-13: 10 
岩、ー崎 13: 20-14: 00 

飯 	詰 	支 	所 9:30-10: 40 
平町（渋谷俊一宅） i0:50-1i: 10 
大 	開 	入 	口 11:20-il: 40 
金 山 児 童 館 11:50-12: 30 
水 野 尾 集 会 所 13: 10-13: 20 
米 田 精 米 所 前 13:30-13: 50 
吹 	畑 	支 	所 14:00-14: 30 

一の坪（対馬静堅宅） 9:30-i0: 00 
馬性 （対馬堅宅） 10: i0-i0: 30 
悪戸（高橋リ ンゴ） i0:40-li: 00 
川代田（外崎嘉太郎） 11:10--il: 30 
漆 川 	（神 社 前） 11:40-42:00 
十川 （吉村商店） 12:40-13: 00 
桃崎（バス停前） 13:10-43:30 

共 栄 集 会 所 9:30- 9:50 
長 富 10: 00-10: 30 
毘 沙 門 出 張 所 10:40-il: 10 
沖 飯 詰 集 会 所 11: 20-11: 40 
川 	山 	支 	所 
種 井 集 会 所 

11: 50--12: 20 
13: 00-43:30 

小 曲 13:45 -14: 15 

藻 川 屯 所 前 9: 30-lO: 00 
ク 農 協 倉 庫 10: 10-lO: 40 

ケ岡（三好支所） 10:50-li: 20 
瀬 集’会 所 12:00-12: 30 

昇川夢が馴h 12: 40-13: 00 
13: 10-13: 40 

ク 団 地集 会所 13: 50-14: 30 

俵元（警鐘台下） 9: 30-10: 00 
子（阿部商店前） 10:10-il: 00 
田野目（西塚商店） 11:10-li: 40 

派立 （新谷啓宅） 12:20-42:40 
高 野 （神 社 前） 12: 50-i3: 40 

梅田上（成田理容） 9: 30一～ 9: 50 
ク 中（梅沢支所） 10: 00-lO: 20 
ク 下 （神社前） 10: 30 -10: 50 
泉 集 会 所 11: 00-il: 30 
野 木 沢 支 所 ii: 40-12:30 

石 岡 精 米 所 9: 30-10:00 
松島団地（松島ストア） 10:10-il: 00 

(8 丁目バス停） 11: 10-12:00 
（管理事務所） 12: 50-13: 50 

番 uJ育、令需 摺雛抜 00
00 三 	道 	会 	館 13:00 -15: 00 

下平井町老人ホーム 9:30-lO: 20 
敷 島 分 院 前 10:30-li: 30 
~日 	消 	防 	署 	前 13:00-14:00 
保 	健 	所 	前 14:10-14:40 
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